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本県における英語教育・国際交流の取組状況①

１ 英語教育の充実

部局 事業名 開始
年度

R5当初
予算額

(千円)

対象者
実施校 事業内容

事業実績

R1(ｺﾛﾅ前) R4

教委 外国語指導助手ALTの配置 S62
669,302
(一部国際
交流基金)

県立高校
全県立高校等136校に配置及
び訪問指導(国際系学科設置校
等20校に重点配置)

132名配置 132名配置

教委 高大接続改革推進事業
(国際力強化モデル校事業)

R元
1,014

(全額一般)
県立

国際高校

兵庫県立大学と連携したプロ
ジェクトセミナーや多文化共
生セミナーの実施

セミナー等
実施回数

５回

セミナー等
実施回数

11回

教委 ネイティブ教員配置 R3 ―
県立高校

(STEAM教育
モデル校等)

探究学習における英語での発
表や論文作成、海外との共同
研究の指導等を実施

―
４校に配置

(加古川東,国際,
兵庫,豊岡)

教委 サイエンスカンファレンス H27 ―
県内高校

(SSH指定校
16校等)

英語による発表と質疑応答を
通じた、科学技術分野におけ
る英語運用能力の向上

R1発表者
212名

R4発表者
112名

教委 イングリッシュ・キャンプ
（各校でこれまでから実施）

― ―
県立高校
（生徒）

各校配置のALTを活用し、英語で
のディベートやプレゼンテーショ
ン等を実施（基本日帰り1日間）

32校 25校
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本県における英語教育・国際交流の取組状況②

２ 国際交流の推進

①生徒向け
ア）中国･広東省等との高校生交流（隔年で派遣・受入）
イ）海外工業高校生徒（中国・海南省）との技術

交流（隔年で派遣・受入）
ウ）海外研修（オフライン）

・各県立高校による海外研修旅行
・海外からの生徒受入

エ）海外研修（オンライン）
・ウェブ会議システムやバーチャルオフィス

等によるオンライン交流

②教員向け
ア）西オーストラリア州との教員交流
イ）ワシントン州への教員派遣
ウ）タイ王国との教育関係者交流

③学校・団体向け
ア）国際交流員CIR（米・豪・中・韓）の市町国際

協会や県内教育機関への派遣
イ）訪日教育旅行の誘致・学校交流の支援
ウ）オックスブリッジ英語サマーキャンプ

・ｵｯｸｽﾌｫー ﾄ゙ ・ｹﾝﾌ゙ ﾘｯｼ゙ 大の学生を高校等に派遣
・各校自主ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑによる授業・交流を実施

３ 留学の促進（高校生留学促進事業）

①留学フェアの実施
・講演・体験発表等による情報提供
・斡旋団体との個別相談の場の設置

②長期派遣（県単）
・対 象：原則１年間の留学
・給付額：１人につき40万円

※通常30万円→R5に限り10万円増
・人 数：12人（県立・私学とも対象）

③短期派遣（国庫）
・対 象：原則10日以上１ヶ月未満の留学
・給付額：１人につき６万円
・人 数：220人（県立・私学とも対象）

④はじめて留学（県単）
・対 象：原則７日以上１ヶ月未満の留学
・給付額：対象経費の2/3（上限20万円）

※所得要件あり
※③短期派遣との併用可

・人 数：60人（県立・私学とも対象）
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私立高等学校における英語教育の実施状況
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①学習支援アプリの導入状況
導入校 ３４／５１校(66.7%)
【主な導入アプリ】

※その他Monoxer(3校)､Classi(3校)､ ELST(2校)､
English Central(2校)､ABCEED、ターゲットの
友等、各学校の判断で選定したものを導入

②英語合宿実施状況
実施校 １９／５１校(37.3%)
・大半の学校が夏休み、冬休み、春休みの長期
休業期間を活用して実施。

・実施期間は３～14日

スタディサプリ １３校
Webilo ４校

③英語によるﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ・スピーチ大会実施
状況

実施校 ２１／５１校(41.2%) 
・中高一貫校では中学から実施している学校多数
・実施回数：年1回が多数

④ALT(外国人指導助手）配置状況
配置校 ４２／５１校(82.4%)
・1校あたり１人～最大６人配置
・ALTを置かずネイティブスピーカーの教員を専任
教員として配置する学校も複数校あり

⑤海外の学校との交流(訪問･受入）状況
訪問 ２４／５１校(47.1%)
受入 ２０／５１校(39.2%)
・相手国はオーストラリア、ニュージーランド、
アメリカ、イギリスの他、アイルランド、フィン
ラ ンド、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、韓国等、英語圏に限らず様々。

⑥他校等との連携
・海外校との姉妹校提携 ・他校との合同授業
・他校合同のスピーチコンテスト
・高大連携(オンラインや訪問による交流）
・海外の11私学が加盟する学術シンポジウムに参加

⑦その他特色ある取組
・即興型英語ディベート(PDA)・イマージョン教育
・GTEC、英検の受験 ・英語プログラミング
・オンライン英会話レッスン ・海外語学研修

私学における英語教育・国際交流の取組状況



H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2023 2024 2025

神戸高等学校 0536 Ⅰ期① ② ③ (④) Ⅱ期① ② ③ ④ ⑤ Ⅲ期① ② ③ ④ ⑤ Ⅳ期① ② ③ ④ ⑤ Ⅴ期① ② ③

科学技術人材育成重点枠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

尼崎小田高等学校 0316 Ⅰ期① ② ③ ④ ⑤ Ⅱ期① ② ③ ④ ⑤ Ⅲ期① ② ③ ④ ⑤ （⑥） Ⅳ期① ②   ④ ⑤

科学技術人材育成重点枠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 重点枠３年目

3 加古川東高等学校 0435 Ⅰ期① ② ③ ④ ⑤ (⑥) Ⅱ期① ② ③ ④ ⑤ Ⅲ期① ② ③ ④ ⑤ Ⅳ期① ② ③ ④ ⑤

4 豊岡高等学校 0437 Ⅰ期① ② ③ ④ ⑤ (⑥) Ⅱ期① ② ③ ④ ⑤ Ⅲ期① ② ③ ④ ⑤ Ⅳ期① ② ③ ④ ⑤

5 三田祥雲館高等学校 0436 Ⅰ期① ② ③ ④ ⑤ (⑥) Ⅱ期① ② ③ ④ ⑤ Ⅲ期① ② ③ ④ ⑤

6 明石北高等学校 0213 Ⅰ期① ② ③ ④ ⑤ Ⅱ期① ② ③ ④ ⑤ Ⅲ期① ② ③ ④ ⑤

7 龍野高等学校 0537 Ⅰ期① ② ③ ④ ⑤ Ⅱ期① ② ③ ④ ⑤ Ⅲ期① ② ③ ④

8 宝塚北高等学校 3125 Ⅰ期① ② ③ ④ ⑤

9 小野高等学校 3126 Ⅰ期① ② ③ ④ ⑤

10 姫路東高等学校 0215 Ⅰ期① ② ③ ④ ⑤

11 姫路西高等学校 0214 Ⅰ期① ② ③ ④ ⑤

12 長田高等学校 0438 Ⅰ期① ② ③ ④ ⑤

指定校の数 １ ２ ４ ４ ４ ５ ６ ６ ６ ７ 7 ６ ６ 7 7 9 11 11 12 12

市立 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

1 六甲アイランド高等学校 Ⅰ期① ② ③ ④ ⑤ (⑥) Ⅱ期① ② ③ ④ ⑤ Ⅲ期① ② ③ ④ ⑤

2 西宮市立西宮高等学校 Ⅰ期① ② ③ ④

指定校の数 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 2

私立 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

1 武庫川女子大学附属高等学校 Ⅰ期① ② ③ ④ ⑤ (⑥) Ⅱ期① ② ③ ④ ⑤ （⑥） （⑦） Ⅲ期① ② ③ ④ ⑤

指定校の数 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

国立 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8

1 神戸大学附属中等教育学校 Ⅰ期① ② ③ ④ ⑤

指定校の数 1 1 1 1
参考 H14 H15 H16 H17 H18

県立大学附属高等学校 ① ② ③ (④) (⑤)

県内SSH指定校の数 1 1 2 3 6 5 5 6 7 8 8 9 9 8 8 9 9 11 14 14 15 16

1

2

学校名
指定校
番号

５

SSH(ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ)指定状況

【指定校数（R5)】兵庫県16校；県立12校、市立2校、私立1校、国立1校 （全国218校）

高等学校において、先進的な理数教育を実施するとともに、高大接続のあり方について大学との共同研究や国際性
を育むための取組を推進する。また、創造性、独創性を高める指導方法、教材の開発等の取組を実施する。

【趣旨】



副専攻 グローバルリーダー教育プログラム（ＧＬＥＰ）

国際交流センターを中心とした全学的な取組など

ＩＣＴを活用し、海外大学との間で授業科目の連携、学位プログラムの連携を検討

全学において優秀かつ多様な外国人留学生の受入を促進

各学部で学ぶ専門知識に加え、実践的な英語コミュニケーション能力やグローバルリーダーとしての素養・能

力を有する人材育成を目指し、副専攻として引き続き開講〔R元～4履修者計：約250名〕

コミュニケーション力の伸長とリーダーシップ力の育成を重視したプログラムへと見直しを実施（R2）

今後の取組予定

平成３１年４月、経済学部と経営学部を再編し開設した国際商経学部に、すべての科目を英語で学び経済学の

学位を取得するグローバルビジネスコースを設置

令和２年度に文部科学省の「国費外国人留学生の優先配置を行う特別プログラム」に公立大学で唯一採択。優

秀な外国人留学生の受入に努めた。〔R元～4：約150名受入（20以上の国・地域）〕

コロナ禍において、入国制限により来日できない留学生に対してオンライン授業を実施。教育の質を確保する

とともに、グループワークやディスカッションなどの工夫を凝らし、授業への積極的な参加を促進

国際商経学部グローバルビジネスコース（ＧＢＣ）

国際交流センターにおいて、海外大学とＩＣＴを活用した交流プログラムの実施など、全学的に国際交流を推

進〔カンバセーションパートナー・プログラム参加延べ人数（R2～4）：約450名〕

学生の留学先の確保、国際的なネットワークの構築を図るため、海外大学との新たな学術交流協定の締結を促

進〔H30：19大学（11か国・地域）→R4：36大学（16か国・地域）、17大学増〕

中期計画に定める評価指標の達成状況

R元 R2 R3 R4

実績 ― ― 132 180

目標 令和6年度：150講座

■英語で行われている講座数（全学） （講座）

R元 R2 R3 R4

実績 ― ― 58 116

目標 各年度：80人

第二期中期目標期間に係る主な業務実績（見込）の報告

【Topics】大学ランキング2024（朝日新聞出版）

公立大学ランキング
国際化「外国人留学生（学部）」全国１位

グローバル社会で活躍できる人材の育成【小項目１（１）教育：ア】 自己評
価

ｂ

・令和４年度、中期計画変更で新たに目標として設定
・令和４年度実績において目標を達成

■国際学会で発表した学生数（全学） （人）

・令和４年度、中期計画変更で新たに目標として設定
・令和４年度実績において目標を達成

全学的なグローバル教育の推進【１】

ポストコロナを見据えた国際交流の構築と高度外国人材の育成【２】

中期計画

令和元～４年度の主な実績

R元 R2 R3 R4

県立大 2.9 2.9 3.1 3.4

目標 令和6年度：5％

■外国人教員比率 （％）

・残り２年間で９人（R5.4.1教員数で算出）。引き続き
取組を推進するが、目標達成は困難な見込
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